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一般会計決算等審査特別委員会委員名簿（議席順）
委員長
副委員長

委　 員

決
算
関
係
議
案
の
提
案

９
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会

議
に
お
い
て
、一
般
会
計
決
算
等

７
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
の
設
置

議
会
は
、９
月
12
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
各
会
派
か
ら
選
出
さ

れ
た
委
員
７
名
（
委
員
名
簿
参
照
）

か
ら
な
る
令
和
４
年
度
鎌
倉
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
等
審
査
特

別
委
員
会
（
以
下
「
決
算
特
別
委

員
会
」
と
い
う
）
を
設
置
し
、こ
れ

ら
の
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
査

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、９
月

12
日
、
21
日
、
22
日
、
25
日
、
26
日
、

27
日
、
10
月
２
日
の
７
日
間
に
わ

た
り
、
正
・
副
委
員
長
の
選
任
、

予
算
審
査
に
お
け
る
議
会
の
指
摘

事
項
の
反
映
状
況
や
、
第
３
次
鎌

倉
市
総
合
計
画
第
４
期
基
本
計
画

実
施
計
画
の
諸
施
策
の
進
捗
状
況

な
ど
を
中
心
に
、
予
算
の
適
正
な

執
行
と
、
そ
の
行
政
効
果
に
つ
い

て
担
当
部
課
等
へ
の
質
疑
等
を
行

う
と
と
も
に
、
重
要
課
題
に
つ
い

て
は
市
長
に
出
席
を
求
め
、
そ
の

見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

審
査
後
、
採
決
を
行
い
、一
般

会
計
、
大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開

発
事
業
特
別
会
計
お
よ
び
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
決
算
は
多
数
の
賛
成
に
よ
り
認

定
。
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特

別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
は
総

員
の
賛
成
に
よ
り
認
定
。
下
水
道

事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
お
よ
び

決
算
は
総
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決

お
よ
び
認
定
し
ま
し
た
。

本
会
議
に
お
け
る
委
員
長
か
ら
の

審
査
結
果
報
告
、討
論
・
採
決

10
月
３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

委
員
長
か
ら
審
査
経
過
お
よ
び
結

果
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
中
で
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
議
案
に
対
し

て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
で
全
会

一
致
と
な
っ
た
次
の
三
つ
の
意
見

が
付
さ
れ
ま
し
た
。

〇
高
齢
者
の
外
出
支
援
等
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て

誰
も
が
安
心
し
て
健
康
に
暮

ら
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
予

算
お
よ
び
人
員
な
ど
の
体
制
を
充

実
さ
せ
た
上
で
、現
在
実
施
し
て

い
る
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返

納
者
等
支
援
事
業
を
継
続
的
な

補
助
制
度
へ
拡
充
す
る
な
ど
、高

齢
者
の
外
出
支
援
を
は
じ
め
と
す

る
市
民
に
寄
り
添
っ
た
多
様
性
の

あ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
求

め
る
。

〇
観
光
振
興
に
つ
い
て

急
増
す
る
外
国
人
観
光
客
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に
つ
い
て

は
、外
国
語
対
応
可
能
な
観
光
案

内
所
の
ス
タ
ッ
フ
を
増
員
す
る
な

ど
、
観
光
基
盤
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
、鎌
倉
の
魅
力
の
向
上
お
よ

び
本
市
の
観
光
分
野
に
お
け
る
収

入
増
を
図
る
こ
と
を
求
め
る
ほ

か
、本
市
が
「
密
」
を
避
け
る
行

動
の
た
め
の
参
考
情
報
と
し
て
運

用
を
行
っ
て
い
る
鎌
倉
観
光
混
雑

マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
対
象
箇
所

を
増
や
し
、ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
映
像

に
よ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
を
表

示
す
る
な
ど
、さ
ら
な
る
拡
充
を

求
め
る
。

〇
消
防
機
能
の
充
実
に
つ
い
て

市
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る

べ
く
、
24
時
間
体
制
を
維
持
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
消
防
職
員
に

つ
い
て
は
、適
正
な
人
員
を
確
保

す
る
た
め
、
継
続
し
た
採
用
を
行

う
と
と
も
に
、消
防
団
員
に
対
し

て
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
研
修

等
を
推
進
し
、負
担
軽
減
を
図
り
、

円
滑
な
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

求
め
る
ほ
か
、地
域
防
災
力
の
充

実
・
強
化
を
図
る
た
め
、消
防
団

活
動
の
重
要
な
拠
点
で
あ
る
分
団

器
具
置
き
場
の
計
画
的
な
維
持
修

繕
や
資
機
材
の
充
実
を
求
め
る
。

そ
の
後
、６
会
派
か
ら
討
論
と

し
て
決
算
議
案
に
対
す
る
賛
否
の

意
見
が
表
明
さ
れ
、
引
き
続
き
採

決
を
行
っ
た
結
果
、一
般
会
計
、

大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事
業

特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
お
よ
び
公
共
用
地
先
行

取
得
事
業
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出

決
算
は
多
数
の
賛
成
に
よ
り
認
定
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
は
総
員
の
賛

成
に
よ
り
認
定
。
下
水
道
事
業
会

計
剰
余
金
の
処
分
お
よ
び
決
算
は

総
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
お
よ
び

認
定
し
ま
し
た
。

９月14日開催　審査した内容（議案３件、報告事項３件） ９月19日開催　審査した内容（議案３件、報告事項４件）

９月15日開催　審査した内容（議案３件、陳情２件、報告事項５件） ９月13日開催　審査した内容（議案２件、陳情４件、報告事項８件）

市民環境常任委員会
建 設 常 任 委 員 会

総 務 常 任 委 員 会
教育福祉常任委員会

深沢地域整備事業用地内で暫定利用している深沢多目的スポーツ広場
が、令和６年度以降に予定している土地区画整理事業に伴い、令和６年
（2024年）１月をもって一般利用を終了することから、代替地として山崎浄
化センター敷地内にスポーツ等広場を整備するとのことです。
整備内容としては、高さ10メートルの防球ネットをＪＲの線路側や住居
側などに設置し、ボール等が広場外に出ないようにするとともに、整地を
する予定とのことです。また、山崎浄化センターの土地は国の補助金を活
用して取得したものであるため、当該整備を行うには国の承認が必要であ
ることから、県を通じて国へ承認申請しているとのことです。
本件については既に深沢多目的スポーツ広場の利用団体に周知してい
ますが、今後の利用方法など詳細について、丁寧に説明等を行っていく予
定であるとのことです。
委員会では、報告事項について了承されました。

市では、国道134号稲村ケ崎駅入口交差点付近の道路擁壁の破損および
海側歩道の沈下に伴い、令和３年（2021年）８月から、当該歩道上に仮設し
た下水道管を車道内に埋設する新たな下水道管に切り替える工事を進め
ています。
この工事について、当初の設計条件と現場の状況が変わってきているこ
とにより、必要な工法変更を行うため、建設改良費を２億2171万６千円増
額するなどの補正予算案が提案されました。
なお、工期について
は、現時点で令和６年
（2024年）10月の竣工を
予定しているとのこと
です。
委員会では、本議案に
ついて、総員の賛成によ
り可決されました。

名越クリーンセンターは令和７年（2025年）１月中をめどに稼働を停止します。
停止後は、今泉クリーンセンターに市内の燃やすごみを搬入したのち、逗子市の既
存焼却施設や民間処理施設等に運搬の上、焼却や資源化処理を行う予定とのこと
です。また、名越クリーンセンターの解体後、同地に中継施設を整備する予定であ
るため、「鎌倉市名越中継施設整備基本計画」を令和５年（2023年）８月24日付で策
定し、処理方法や施設規模等を設定したほか、稼働開始時期を令和10年度中とする
よう見直したとのことです。中継施設の整備に当たっては、名越クリーンセンター
周辺自治・町内会と組織する協議会において、協議を継続していくとのことです。
また、今泉クリーンセンターの中継機能の継続利用については、住民説明会や交

通量調査を実施したほ
か、今後も周辺町内会と
組織する協議会におい
て協議を継続していく
とのことです。
委員会では、報告事

項について了承されま
した。

（仮称）おくやみコーナーは、身近な方を亡くされた後に市役所で行わな
ければならない手続きを１カ所に集約し、ご遺族等の不安や負担を軽減す
ることを目的として設置しようとするものです。
現状では、身近な方を亡くされた場合の様々な手続きについては、市民
課へ死亡届を提出した後、ご遺族等が各課窓口を回り、必要な手続きを
行っていますが、ご遺族等は、葬儀の執り行いや関係者への連絡、調整等、
短期間に多くの事務を行う必要があり、大きな負担がかかります。このた
め、（仮称）おくやみコーナーでは、市で行う全ての手続きの案内と申請受
付を行うことを想定し、12月中の設置を目指して詳細な制度設計を検討し
ていくとのことです。
設置場所は、令和５年（2023年）11月以降に開放予定の本庁舎１階の市
民課マイナポイント申込サポート窓口スペースを活用するとのことです。
委員会では、報告事項について了承されました。

常任委員会
審査の一部を紹介します

令
和
４
年
度
決
算
を
審
査

一
般
会
計
決
算
等
を
認
定

報告事項　ごみ処理施策等の進捗状況について 報告事項　（仮称）おくやみコーナーの設置に向けた取組状況について

議案第53号　令和５年度鎌倉市下水道事業会計補正予算（第１号） 報告事項　深沢スポーツ広場代替用地の整備状況について

【公共下水道（汚水）改築工事の施工箇所】

R9 R10R4 R5 R6 R7 R8
【中継施設整備の全体スケジュール概要】

前川　綾子（夢 みらい 鎌 倉）

高野　洋一（日本共産党鎌倉市議会議員団）

児玉　文彦（公明党鎌倉市議会議員団）

日向　慎吾（夢 みらい 鎌 倉）

くりはらえりこ（銀 河 鎌 倉）

森　　功一（自民党・無所属の会）

保坂　令子（神奈川ネットワーク運動・鎌倉）


